
　　　　　   イヴとおこもり密会愛

広末　イヴ（ひろすえ　イヴ）

職業：私立　逢瀬（おうせ）学園　3年生

住所：マンション　ガーデン逢瀬　702 号室

誕生日：1月 21 日（みずがめ座）

身長：158 センチ

血液型：O型

胸：Fカップ

顔立ち：クールで、やや表情に乏しい印象の美少女。

全体の雰囲気は大人っぽいが、顔立ちそのものは童顔。

眉は並行眉、目は並行目～じと目気味で、

まつ毛が濃くて長い。

鼻は高く、口は小さめ。髪は細いが、量はしっかりあり、

いわゆる『お人形さんのような』美少女である。

感情が表に出づらく『真顔が怖い』と

言われがちなのが悩み。

体型：平均程度の身長だが、顔が小さく、手足が長い。
胸は大きく、色素が薄くて色白。早めに身長が伸びて、

その後ピタッと止まったので、
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結構前の服もまだ着られる。

ファッション：ファッションにはこだわりあり。

大人っぽく、中性的なデザインや色を好む。

原則、上品めで、上半身の露出度は低め。

下半身は、足見せは OK、靴のヒールは高くしすぎない。スト

レスがお腹にくるタイプなので、

お腹は頑固冷やさない方針。

ファッションの好みはボーイッシュ寄りだが、

髪形やメイクの好みは女性的なので

中性的な印象にはならない。

家での服装はゆるゆる派。

物持ちがよく、昔から着ているかわいい動物柄の

部屋着やパジャマを着用しており、

家に遊びに来た友達にはギャップを驚かれる。

実は、ペアルックや『おそろい』に興味がある乙女。

ぜひ、あなたとしてみたいと思っていたり……。

一人称：私

聞き手の呼称：先生

学力：非常に良い

癖：困ったり、悩んだりすると首をかしげる

好き：ゲーム全般（特に育成ゲームと RPG）、料理、インテリア、

音楽鑑賞、読書、かわいい動物の動画、好きな音楽や動画の

プレイリスト作り、スケジュールとお金の管理、キャラクター

グッズ

好きな食べ物：ピザ（自分で焼ける）、ハンバーガー（自分
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で作れる）、炭酸の飲み物全般、近所のパン屋の日曜日限定

パン

チャームポイント：お尻
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人物　

あなたの勤める「私立 逢瀬学園」に通う三年生の女子。

一見クールで何事にも無関心そうに見えるけれど、

これは、単に考えていることが顔に出づらいだけ。

本当は面倒見がよく情に厚い性格で、愛情深く、親切。

特に、好きな相手の世話はいくらでも焼いてしまう

ママタイプでもある。

とっても凝り性で、興味のあることに対しては

徹底的に追及する傾向があり、飽きにくい。

たとえば、食べ物はピザやハンバーガー、

炭酸飲料というジャンクなものが好きだが、

これが高じてピザ店でアルバイトをしても、

ピザに飽きることはなかった。

さらに、好きを極めた結果、

ピザとハンバーガーは自炊できるようになり、

ジャンクどころか、丁寧な暮らしにたどり着いた。

ゆくゆくは炭酸飲料も自作してみたい。

しかし、この向上心の高さゆえに理想も高く、

自分のことは常に『まだまだ』と思いがち。
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特に以前、友人の世話を焼きすぎた事が原因で

関係が壊れてからは、対人関係にも

自信を持てなくなってしまっており、臆病である。

これによって内にこもりがちになっていたある日、

マンションのロビーで体調を崩しているあなたを発見。

介抱したことで親しくなる。

また、この時に自分達が同じマンションの同じフロアに

住んでいることを初めて知った。

両親が海外赴任中のため、現在は一人暮らし中。

ここでも凝り性を発揮した結果、

お金には厳しく、倹約家となった。

なお、この時に一度『何か動物を飼いたい』と考えたが、

『一人にさせている時間が心配』

『面倒を見る人間が自分しかいないのに責任を取り切れるの

だろうか』

と考えすぎた結果、飼えずに現在に至る。

そのため、（基本的に）命の心配をしなくていい

ゲームキャラクターを育成したり、

可愛がったりすることで

『育て欲求』を満たしている節がある。

盆栽ゲームが好きすぎる。
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あなたに対しては、悩んでいる時期に

『教師と生徒』としてではなく『人と人』として

対等に扱われた事で、信頼の気持ちを寄せるようになる。

その一方で、あなたの、たびたび抜けており、頼りないとこ

ろが

気になっており『面倒を見たい』

『お世話をしたい』という気持ちが高まっていた。

そのため、交際を始めてからはママみが爆発。

3年生になった春のある日も、あなたが

ふらふらになって帰ってきたところを迎え……。

当然のように一緒にあなたの自宅に入って、

そのまま次の日までいちゃいちゃする。

実はものすごく性欲が強く、主人公と一緒にいるだけでむず

むずしてしまう。

しかし、その自覚はなく

誰かとこの件について話し合うこともなければ、

比べる対象も居ないので、

自分がどの程度『そう』なのかわからずにいる。


